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ルク近郊のカルガル KapraJIbI，QarghalI (別称セイトフスカヤ・スロボダ一 CeII-
































ブルガルに関する情報の集成JMωt紛dal-Akhbiir fi Ahwiil-i Qaziin wa 
(2) タター ル商人については， r中央ユーラシアを知る事典j: 323-324を参照。


































て謝意を表したい。なお，本稿のテーマに直接関係する文献には， Rida' al-Dln 
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否した場合でもタタール人が若干の土地を所有し続けることは可能になった151
[I1C3 T.5: 163 (NQ2920)J。
正教徒農民の居住する土地を，非正教徒のもとから没収し，非正教徒による
正教徒への宗教的な悪影響を減ずる政策は， 17世紀半ばから存在しており[演


















地が元の所有者に与えられる，と定められている [nC3T.7: 699 (NQ4962)Jo 1729 
年3月10日には非改宗の軍務タタールにも没収された土地を返還する法令が出され
たが，これはアンナ帝の即位(1730)の直後に撤回された[I1C3T.8: 254 
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ら1727年までは毎年1万人前後の非ロシア人が森林伐採作業に動員されている
[HorMaHoB 2002: 154J 0 1729年には，動員する人数を増やすために， 15-60歳
と定められていた年齢制限も撤廃された [IIC3T.8: 131 (.M5379)J 0 
1718-1837年の聞にヴォルガ中流域で伐採された木材により作られた船は








[IIC3 T.6: 754 (NQ4065)J 0 1724年5月22日の法令においては，カザン・ニジェ
ゴロド副県知事クドリャフツオフ H.A.KYil:p5lBU;OB管轄下の軍務タタール
49，029人から，固有地農民と同額の120コベイカの徴収が命じられている
[IIC3 T.7: 287 (NQ4512)J 0 さらに1725年には，カザン，アストラハン，ニジェ
ゴロド，アゾフの各県の軍務タタールから人頭税の徴収が行われた [IIC3
T.13: 447 (NQ9861)J 0 1737年からは，森林伐採運搬労働のために徴兵を免除され





ルの数は23，750人だったが [A耳目山田 1984・65]， 1795年には，カザン県の軍務
タター ルは， 128人の公の称号を有するミールザーを含め， 1，712人にとどまっ




















































るよう命令している [nC3T.6: 792 (陀4123);I1CTOp悶 TanpMM:326J 0 また，カ
ザン府主教チホン TrrXOHは宗務院への書簡の中で，スヴィヤシスクの官憲が，
1721年に受洗した428人のチェレミス人に，命令を無視して褒賞も与えなけれ





資金がつぎ込まれた(8i [HCJIaeB 2001: 61J。











日， 1731年4月3日， 1740年9月11日と， 20年間に 5回，新受洗者に 3年の免税を
約束する法令が出されている [nC3T.ll: 253 (NQ8236 nyH目13)J。
(8) 先行研究においては，この組織の名称の変更が1740年と記されることが多いが，























という命令を出している [IIC3T.ll: 719-720 (NQ8664)J 0 この法令の発令後，カ
ザン郡で536のうち418，シベリア県のトボリスクとタラ郡で133のうち98，ア
ストラハン県で， 40のうち29のモスクが破壊された [IIC3T.12: 157-158 
(NQ8978); T.14: 609 (Nu0597)J 0 
同じ1742年の4月6日には，軍務についている非正教徒に洗礼を施すように
正教の従軍司祭に命令が出されている [IIC3T.ll: 592 (NQ8540)J 0 また， 1743年
9月28日には，これまで新受洗者を非正教徒の宗教的な影響から守るために，
新受洗者に対しでもとの居住地からの転居を命じていたのを，逆に，非正教徒
が転居することに変更した [IIC3T.l: 914-919 (NQ8792 ryH.3)J 0 また， 1740年




























リアへの無期限の流刑に処された [IICIIPBIIH.T.3: 200-202 (NQl115)J 0 また，
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1719年7月31日に元老院からシベリア県知事に，ウファとクングル県の非正教
徒に対する強制的な洗礼を禁じる命令が出されている [IIC3T.5: 726-727 
(NQ341O)Jo 1740年9月11日の法令でも [IIC3T.13: 249 (N28236，町H.3)J，また，
1750年10月15日の宗務院の決議でも「聖なる洗礼を受けることを望まない者に
は，絶対に洗礼を強要しではならない。そして，洗礼させるために彼らをなに











































の中に記している [PaXMaTy四回 1988:83-84J 0 18世紀初頭までに，沿ウラル地
方には， 22，000人以上のタタール人(地域全体の8.7%)が居住していた
[HcxaKOB 1980: 32J 0 
18世紀にはいると，非ロシア人の沿ヴォルガ地方からの流出はさらに強まる O
18世紀の最初の15年間にこの地方で 2倍から 3倍に跳ね上がった諸税の負担が
その主要な原因として挙げられる[豊川 2006:447-448J 0 1710年から1714年の間
だけで， 35，000戸のヤサク農民がカザン県から流出し，その大部分がパシキリ
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県別人口推移
1719年 1744年 1762年
ヴォロネジ県 24，787 22‘524 23ラ695
ニジェゴロド県 13，020 17，168 20う182
カザン県 203，232 213‘520 248，861 
オレンブルク県 19‘978 73う849 87，884 
(ウファ郡) (17，260> (59，238> (71う004>
(スタヴロボリ郡〕 (838) (3町054> (3‘559> 
(オレンブルク郡) (-> (8，776> (11，614> 














[McxaKOB 1980: 33J， 1745年以降も，沿ヴォルガ地方からのタタール人流出は
続いた。第二回人口調査が1744-47年に行われたが，そののち16年間で，カザ















57-58， 104-105J 0 オレンブルクは， 16世紀に建設されたウファに代わって，ロ
シアの南東政策の新たな拠点として発展していった(i九
ロシア政府の積極的な移住奨励政策の結果，南ウラル地域(オレンブルク県)














































う嘆願書は時 [MI1EAT.1 q.1: 296 (.NU31)]， 1734年にスヴィヤシスクとカザンか
ら来た 3人のアホン仰の任命をオレンブルク長官キリーロフII.K.KH.pH.江江OB











[Azamatov 1996: 94J 0 
のちにパシキリアで重要な教育拠点となるマドラサが， 1709年にはスユン
(17) 沿ヴォルガ地方とブハラとの宗教的なつながりについては小松1983;2006参照。
(1司 この嘆願は受理され，パシキール人のもとに 5人(3人のムッラーと 1人のア
ブイズ人のメシェリャキ人)が残ることを，即座にほかの逃亡者を引き渡すこ
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務局の最初のムフティとなったMuhammadJan b. a¥-Husaynの父， Husayn b. Mulla 
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トラハンからオレンブルクに移った [HOfMaHOB2002: 92J 0 
1735年から1744年に建設されたオレンブルクは それを提案したキリーロフ
の「草案」のなかに明記されているように，ロシアの南東地方の天然資源の利































来と信仰の自由，聖職者を有する権利が認められた [IIC3T.9: 344-349 
(NQ6584); AnorrrroBa 1960: 100，234; MI1XarreBa 1982: 15， 39J。
1742年にネプリューエフがオレンブルク委員会を率いると，オレンブルクの
商業は順調に発展していく o 1747年にオレンブルクの町には837戸が確認され
ているが， 1760年までには 2ヲ866戸に増加した [MI1XarreBa1982・22J。また，
オレンブルクで、関税を支払って取引された額は， 1738年の28，009ループリから，









[YcMaHoB 1992: 506; HorMaHoB 2002: 92J 0 シベリアのトボリスク闘を通る草原
間 トポリスクには，多くの特権を与えられたブハラ商人が居住しており，彼らが18
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ルートも利用されてはいたが，このルートは遠く，遊牧民の略奪に遭う可能性が





















































ロシア商人の代理人として利用された凶 [ArrOJIJIOBa1960: 234， 243J 0 19世紀に
なると，タタール人はその手に草原における商業のほぼ全てを握っていると言




カルガルとヴォルガ中流域のタタール人だった [Arro四 OBa1960: 295J 0 
包司 シャリーアに従えば，非ムスリムに対する関税は 5%だが，ロシア人に対しては，





































ザマノフ 3aMaHOB家などがある o 18世紀後半には，軍務タタールが所有する
マニファクチュアは100近くに昇った [AJIH凹eB1984: 67; )J，e回 TbIX2002: 44-45， 
倒一つの契機としては， 1763年に元老院からカザ、ンの軍務タタールに出された，自
由に商業を行なう許可が挙げられる。この後，タタール商人の数が急速に増えてい







東洋史研究第六 11L巻第二号 2007・01 で校
561 
58， 76J 0 
1744年，オレンブルク県知事ネプリューエフに，オレンブルクへの移住を嘆
願した，カザン県のママドィシュ MaM矧 bII郡マメトヴァ・プストシ MaMe-
TOBa rrycToIIIb (タタール詰では EawJIapca6acbI)村のヤサク民，サイード・ハ
ヤーリン CeHTXa5lJIHH [XacaHoB 1977: 41; HCJIaeB 2001: 122]は，カザン地方で
形成されつつあったタタール商人階級の一人だ、った。 1744年の時点では，オレ
ンプルクへの移住者に与えられた多くの特権にもかかわらず，オレンブルクに








































カルガルの商人は，身分としては農民だった [ArrOJIJIOBa1960: 242J 0 ロシア商
人には，第一ギルド闘に属する商人にのみ中央アジア商人との売買が認められ




がロシア人代議士から提案され[目印刷 BCpeAHeM I10BOJI五回 2001:95J，この議
論の中ではカルガルのタタール人が異民族の商人の例として挙げられている
[TaIII阻 H1921: 81J 0 
以上のようなタタール商人保護政策によって，この町の人口は急増し， 1760 
年には300戸， 1，158人の男性が数えられている [PbI啄 OB:181J 0 1770-71年に
は， 2，000人以上の男性がカルガルに居住し，カルガルはオレンブルク県のな
かで人口の上ではオレンブルクに次いで第二位を占めていた[豊川 2006:232J。
凶 CarlITOBacJI060Aa， CelIToBa cJI060Aa等と記された。 1784年11月7日，セイト
フスキー・スロボダは，セイトフスキー・ボサードと改名されて，村c且060耳aか
ら町 rroc叫に昇格しそのなかには，市政庁 paTy凹 aが設置された[I1C3T.22: 
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1792年には，カルガルには686人の農民のほか，町人MeIl¥amIHが168人，商人
が1司820人数えられ [CTenaHOB1897: 606; YCMaHoB 1992: 512J， 1796年には1，000





もに派遣されることもあった [PMOT. 147: 215-216J。さらに彼らは，村の成立
当初から，中央アジアとの貿易の仲介役と Lても，オレンプルク県知事ネプ
リューエフの期待に応えた。ネプリューエフが商人を招くために中央アジア諸








OTHO凹巴mre280 (NQ137)J 0 
さらに，ネプリューエフは， iタタール人，アルメニア人，ギリシャ人，あ
るいは，身分は低いがそこの言葉と習慣を知悉したロシア人からなる隊商」を



















25年間働いたのちに， 1783年オレンブルクにもと守ってきた旧日 [YcMaHoB1967; 
YCMaHOB 1992: 511J。
イスマイル・ブン・ベクムハンマドの記すところによれば，隊商5人のなか
にはムッラーの称号を持つものが二人含まれていた [YcMaHoB1967: 92J 0 
1757-58年に作成された土地証文においても，カルガルで商売を営むムッ
ラー・フセイン・アブドウツラフマーノフが登場する [MHEAT.4可 1:144-145 







までに発展し [YcMaHoB1992: 512]， 19世紀には， Iタタール商人は名の知れた
生粋のロシア商人よりもはるかに頻繁にブハラやコーカンドに赴く」ようにな



























しいモスクがある」と記している [Pbl'lKOB242;豊川 2006:230J 0 このモスクは，
上述のハヤーリン一家の寄進により建設されたようであり，ハヤーリンの一族








ルでの試験に合格してはじめて県知事に認可された [CTerraHOB1897: 608-609; 




















リスも多かった [3HlJ;IKJIOrre耳目前CK岨 CJIOBapb:184J 0 カルガルの学者としては，
アブドウツラフマーン・ブン・ムノ、ンマド・シャリーフ (1743-1826)‘Abudal-
Raりmanb. MuJ;ammad SharIf (ra6月間paXMaHIIIapHXOB) [Merαni: 231]， バグ
ダード出身のワリーウツデイーン・ブン・ハサン (1747-1831)WalI al-DIn b. 
I:asan al-BaghdadI [Mercani: 233-234]などカ宝いる O なかでも，アブドウツラフ
マーン・ブン・ムハンマド・シャリーフは，彼がマドラサで教鞭をとっていた
時代には，カルガルは宗教と学問の中心として，ブハラにもまったくヲ|けをと








mad ]an b. al-I:usayinと， 1.皮の後:を常陸いだムフティー，アブドウツサラーム・
アブダリ-'Abd al-Salam b. ‘Abd al-Ra1;Im al-'AbdarI (ra6)J;ecCaJIaM aJI-






























また， 18世紀末からは，マクタブも次々と建てられていき， 1816年までに 6，













































pr A)J:A: POCCHHCK目前 rOCYl¥apCTBeHHbI白 apXHB耳peBHHXaKTOBφ.248. CeHaT H ero 
y可pe瓦且巴HH5I.On.14月803(未公刊)
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THE FOUNDATION OF THE TATAR TRADING TOWN
OF QARGHALI (SEITOVSKAIA SLOBODA)
-EARLY 18th CENTURY RUSSIAN RELIGIOUS POLICY
AND EASTWARD EXPANSION-
HAMAMOTO Mami
Russian Christianization policy during the first half of the 18th century was
first focused on the Tatar upper classes who, as military officers, formed a portion
of the Russia's upper class until the 17th century. Those who refused conversion
to the Russian Orthodox Church, that is, those who rejected Russianization, were
still referred to as military men (CJIy)KMJIbIM) in the 18th century, but they were
stripped of various privileges, and in reality their social status was reduced to that
of farmers. The Tatar upper class ultimately disintegrated during this period.
From members of the former Tatar upper class who had remained Muslims came
many merchants and Islamic clerics-probably due to their level of education, a
certain level of savings, and the commercial experience they had garnered since
the 17th century.
From the 1730s to 1750s, the Russian government promoted an organized
policy of Christianization without regard to class. Some Muslims escaped religious
oppression by migrating to the east. In Bashkiriia, situated to the south-east of
the Volga region, religious oppression was not carried out as stringently as in the
Volga region due to the rebellions of the Bashkir people as well as the policies of
colonization and commercial development being promoted at the time. As a result
of the eastward migration of the Tatars, the Islamic influence that had already
existed in Bashkiriia became even stronger. It can be surmised that establishment
of the Tatar merchant town of QarghalI was a part of this wave of migration.
For the Russian government, the existence of Muslim Tatar merchants was
necessary for the conduct of the eastern trade, and therefore QarghalI, a Kazan
Tartar merchant village, which was granted many privileges, including freedom of
belief, was established on the outskirts of Orenburg. QarghalI became a crucial
base for the commercial development of Orenburg, as the government had
intended, but at the same time it also developed as a center of Islamic study.
When viewed from the standpoint of an attempt to grasp the position of the
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Christianity and eastward expansion in the early 18th century, the role of the
Russian Tatars can be seen as having evolved from that of warriors to that of
serving as intermediaries in the trade between Russia and Central Asia, which was
centered on Orenburg.
The foundation for the revival of the Tatars during the reign of Ekarterina II
was already being established during the mid 18th century through the Russian
government's policy of imposing Orthodox Christianity. This contradiction,
growing out of the fact that the Russian government sought to develop the
eastern trade centered at Orenburg, also indicates the importance of the Russian
government policy of eastward expansion.
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